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平
成
２３
年
８
月
１８
日
（
木
）  

 
 
 

天
候 

晴
れ 

集
合
場
所 

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
北
市

営
バ
ス
②
乗
り
場  

順
路 

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
バ
ス
停
→

出
灰
バ
ス
停
→
素
盞
鳴
神
社

→
せ
せ
ら
ぎ
の
里
「
今
城
文

化
民
芸
館
」
→
出
灰
不
動
尊

→
滝
→
船
宮
神
社
→
尸
陀
寺

跡
→
出
灰
バ
ス
停
→
Ｊ
Ｒ
高

槻
駅
バ
ス
停   

 

「
出
灰
」を
読
め
ま
す
か
。「
い

ず
り
は
」
と
読
み
ま
す
。 

出
灰
バ
ス
停
に
は
、｢

出
灰
伝

説
絵
図｣

が
あ
り
ま
す
。
出
灰

は
出
灰
川
・
田
能
川
・
流
谷

川
が
合
流
す
る
場
所
で
す
。 

高
槻
か
ら
亀
岡
へ
行
く
府
道

（
６
号
線
）
で
北
に
行
く
と

両
国
橋
が
有
る
の
を
ご
存
じ

で
す
か
。
丹
波
の
国
と
山
城

の
国
の
二
つ
を
結
ぶ
橋
な
の

で
、
そ
う
い
っ
た
名
前
が
つ

い
て
い
る
そ
う
で
す
。 

い
ま
で
も
、
大
阪
府
と
京
都

府
の
府
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。

府
道
と
分
か
れ
て
、
出
灰
川

の
右
岸
沿
い
に
車
道
を
歩
く
。 

こ
の
道
は
『
緑
の
郷
』
の
ハ

イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
高

槻
市
が
指
定
し
て
い
ま
す
。 

車
も
殆
ど
通
ら
な
い
舗
装
道

路
で
す
。山
際
に
は
野
仏
も
道

行
く
人
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。 

「
出
灰
」
の
地
名
は
、
古
来
、

石
灰
を
産
出
し
、朝
廷
に
納
め

て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。 

出
灰
素
盞
嗚
神
社
（
い
ず
り
は 

す
さ
の
お
じ
ん
じ
ゃ
）
と
桂

（
か
つ
ら
） 

素
盞
嗚
神
社
は
、創
祀
は
不
詳

で
す
が
、素
盞
嗚
命
を
祭
神
と

し
、創
建
年
代
は
本
殿
前
に
あ

る
灯
籠
に
刻
ま
れ
た
年
号
か

ら
元
禄
年
間（
１
６
８
８
～
１

７
０
４
）ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。出
灰
村
の
村

社
で
牛
頭
天
王
社
。御
祭
神
は

素
盞
鳴
命
。素
盞
鳴
神
社
は
流

谷
川
の
左
岸
に
鎮
座
し
ま
す
。

境
内
に
は
神
仏
習
合
時
代
の

牛
頭
天
王
の
灯
籠
が
残
り
、鳥

居
左
の
御
神
木
の
巨
大
な

「
桂
」
は
合
併
前
（
平
成
１４

年
）
は
京
都
府
、
現
在
は
大
阪

府
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。 

出
灰
素
盞
嗚
神
社
の
カ
ツ
ラ

は
、素
盞
嗚
神
社
の
鳥
居
の
東

側
に
接
し
て
立
っ
て
お
り
、

根
元
か
ら
大
中
小
１０
本
の

幹
が
ま
じ
わ
っ
て
株
立
状
に

そ
び
え
て
い
る
。
中
心
に
な

る
幹
は
周
囲
３．５
ｍ
の
古
木

で
あ
る
が
、
幹
の
集
合
体
と

し
て
の
幹
周
は
８．０
ｍ
、
樹
高

が
２８
．
７
ｍ
の
巨
樹
で
あ
り
、

樹
齢
３
百
年
前
後
と
推
定
さ

れ
る
。
カ
ツ
ラ
は
冷
温
帯
の

落
葉
広
葉
樹
で
、
大
阪
府
下

で
は
、
高
槻
と
能
勢
町
の
山

間
地
域
に
だ
け
自
生
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

せ
せ
ら
ぎ
の
里 

「
今
城
文
化
民
芸
館
」 

「
農
」
と
「
陶
」
の
融
合
を

テ
ー
マ
に
平
成
21
年
11
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
陶
芸
家
安
見
一

念
さ
ん
は
、「
日
本
書
紀
に
よ

る
と
高
槻
の
地
は
、
大
和
政

権
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
地

で
太
古
よ
り
素
晴
ら
し
い
文

化
が
育
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
文
化
を
源
初
と
し
て
今
城

焼
窯
元
陶
芸
教
室
を
開
設
さ

れ
ま
し
た
。
地
野
菜
を
使
っ

た
軽
食
（
石
窯
ピ
ザ
、
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
）
や
陶
芸
体
験
が

可
能
で
す
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も

併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。 

出
灰
不
動
尊 

森
林
に
囲
ま
れ
た
沢
の
谷
間

に
あ
る
出
灰
不
動
尊
は
、
美

し
い
水
、

き
れ
い

な
空
気
、

さ
わ
や

か
な
風
、

に
囲
ま

れ
た 

"

気" 

が

満
ち
あ

ふ
れ
る
滝
で
す
。
こ
の
出
灰

不
動
尊
は
１
３
０
０
年
前
よ

り
、
こ
の
地
に
お
い
で
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

不
動
明
王
は
、
大
日
如
来
の

化
身
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

一
見
恐
ろ
し
い
姿
を
し
て
お

い
で
で
す
が
、
こ
の
世
の

人
々
み
ん
な
を
救
う
と
い
う
、

大
誓
願
を
お
た
て
に
な
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。 

毎
年
２
月
の
第
２
日
曜
日
に

厄
除
け
に
効
果
が
あ
る
と
評

判
の
火
渡
が
行
わ
れ
大
勢
の

見
物
客
で
に
ぎ
わ
う
。 

船
宮
神
社 

御
祭
神
は
船
玉
大
神
。 

正
暦
４
年
（
９
９
３
年
）
一

条
天
皇
の
勅
使
と
し
て
子
孫

の
菅
原
為
理
が
太
宰
府
に
下

向
し
、
道
真
公
に
左
大
臣
の

位
を
追
贈
し
た
帰
途
、
舟
で

上
田
辺
村
（
高
槻
市
役
所
の

西
付
近
）
に
上
陸
し
た
の
を

記
念
し
て
船
の
宮
を
建
て
た

と
伝
え
る
。
市
役
所
建
設
の

た
め
、
現
在
は
出
灰
に
移

設
さ
れ
、
出
灰
川
沿
い
の

道
に
面
し
て
鎮
座
し
ま
す
。

対
岸
に
は
京
都
市
の
大
原

野
出
灰
集
会
所
が
あ
り
ま

す
。
大
阪
府
高
槻
市
天
神

町
の
上
宮
天
満
宮
の
末
社

で
、
上
宮
天
満
宮
の
先
代

の
宮
司
が
こ
の
地
に
天
神

出
灰
農
場
と
い
う
も
の
を

拓
き
、
そ
の
鎮
守
と
し
て

平
成
４
年
に
遷
座
し
た
も

の
の
よ
う
で
す
。
鳥
居
は

な
く
、
白
塀
に
囲
ま
れ
た

小
さ
な
社
で
す
。 

樫
田
・
尸
陀
寺 

（
し
だ
じ
） 

尸
陀
寺
跡
は
、
室
町
時
代

中
期
の
禅
僧
で
、「
一
休
咄

（
は
な
し
）」で
も
知
ら
れ

る
一
休
禅
師
が
開
創
し
た

草
庵
（
尸
陀
寺
）
跡
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（
詳
し
く
は
槻
輪
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）
Ｓ
・
Ｏ 
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１０月度行事予定 
“第7回たかつきＮＰＯ協働フェスタ2011” 

1. 開催日時・・ ２０１１年１０月１５日（土） 

2. メイン会場・・・ 高槻市生涯学習センター1階  展示ホール 

3.ふれあい広場・フリーマーケット会場・・・市役所周辺 

4.テーマ・・・「かかわろう★NPO新時代」 

5.催しの概要 

① 展示ホール・・・「体験エリア」と「見本市エリア」に分けて設営する。 

② 市役所周辺・・・ふれあい広場、フリーマーケット(たかつきの秋の市と共同開催) 
詳細は追ってお知らせします。 

９月度行事予定 
〝 木々 の間 に樟葉の杜の風 ”：樟葉 

月 日：２０１１年９月１５日(木) 

集合場所：京阪樟葉駅 改札出口 １３時集合 

順 路：京阪樟葉駅→安養寺→市民の森公園→交野天神社・樟葉宮跡の杜(継体天

皇即位伝承地)→砲台場跡→久親恩寺→樟葉京街道→京阪樟葉駅 

そ の 他：１）一般の方の参加も歓迎です。 

２)小雨決行(中止の場合は別途連絡します) 

         ３）枚方観光ヴォランティアガイドの方にガイドをして頂きます。 

わ
が
ま
ち
紹
介 

" 

森
林
に
囲
ま
れ
た
沢
と
滝
の
あ
る
ま
ち "

出
灰 


